
公益法人の区
分

国認定、都道府
県認定の区分

（公社）日本農芸化学会 9010005018342
大会参加費

展示会出展費
317,800 -

2月22日
3月22日
3月29日

　日本農芸化学会は、バイオサイエンス及びバイオテクノ
ロジーを代表する学会であり、多彩な領域の研究者、技
術者、学生、団体によって構成され、化学・生物学系の
学会としては国内最大級の学会大会である。当機構の
事業成果を効率的に発信するともに、関連分野の最新
情報を収集することができると考えられることから、当該
学会に参加・出展をするもの。

（学会1種のべ７人、展示会1種）
○日本農芸化学会2018年度大会　参加費
　　　　　　91,000円
　　　　　　  (= 10,000円×2人：正会員事前申込
　　　　　　　＋13,000円×2人：非会員事前申込
              ＋15,000円×3人：非会員当日申込）

○日本農芸化学会2018年度大会　展示会出展費
　　　　　　226,800円

公社 国認定

（公社）大阪労働基準連合会 7120005015256 講習受講料 142,560 -

10月5日
10月16日
10月17日
3月12日
3月22日

　大型蓄電池の評価試験においては、労働災害が発生しや
すい作業が多く、労働災害防止にかかる知識・技術を習得し
た管理者のもと適切な作業管理を進める必要がある。よって
受験資格となる労働安全衛生実務経験を有し、かつ大型蓄
電池評価試験における管理者あるいは試験責任者を第一
種衛生管理者の資格試験受験者として指名している。そこ
で、資格試験に向けた知識の習得のため、当該講習を受講
するもの。

（講習1種のべ6人）
○第１種衛生管理者受験準備講習　受講料
　　　　　　　　　142,560円(=23,760円×６人）

公社 都道府県認定

（公社）日本化学会 7010005016422 年会費 100,000 - 2月28日

　日本化学会は化学に関する学術の進歩・技術の発展・産
業の振興・知識の普及並びにそれらを担う人材の育成を目
的とする日本では最大規模の団体である。公示名称付与業
務として、国際的ルールや化学物質関係法令との一層の命
名方法整合に取り組む際、最新の知見の入手や人材育成
に必要なもの。

（年会費　４口）
○日本化学会　年会費
　　　　　　　　　100,000円(=25,000円×４口）

公社 国認定

【記載要領】

（注１）「公益法人等」には、特例民法法人、公益社団・財団法人が含まれる。

（注２）「名目・趣旨等」には、その詳細を簡潔に記載すること。

（注３）「会費一口当たりの金額、もしくは最低限の金額」の欄は支出先法人が定める会費一口当たりの金額もしくは最低限の額を記載すること。

※公益法人の区分において、「公財」は、「公益財団法人」、「公社」は「公益社団法人」、「特財」は、「特例財団法人」、「特社」は「特例社団法人」をいう。

公益法人の場合

交付又は支出先法人名称

公益法人に対する支出の公表・点検の方針について（平成24年６月１日行政改革実行本部決定）に基づく
独立行政法人から公益法人への契約以外の支出についての情報の公開

名目・趣旨等
交付又は支出額

（単位：円）

（会費の場合）
支出先法人が定める会
費一口当たりの金額、も

しくは最低限の金額
（単位：円）

交付又は支出日等
（支出決定日）

（会費の場合）
支出の理由等

法人番号

様式４


